
1 保健体育科の目標

2 保健体育を学ぶ意義

3 評価の観点について

観点

4 主体的に学習に取り組む態度について

5 保健体育の勉強アドバイス
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目
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体力テスト
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短距離走）

バレーボー

ル
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体つくり運

動4~7

ソフトボール

バドミントン
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毎回の授

業でする

こと

保

健

編

体育編 運動やスポーツの効果 運動やスポーツの学び方 運動やスポーツの安全な行い方

【学習計画】

ダンス

器械運動

サッカー

バスケットボール

集合・整列・ラジオ体操

傷害の発生要因

交通事故の発生要因

交通事故の危険予測と回避

犯罪被害の防止

自然災害による危険

自然災害による傷害の防止

共に生きる　　　　　　　　　　　　　　応

急手当の意義と方法　　　　　　　　　生活

習慣病の起こり方　　　　　　　　　生活習

慣病の予防　　　　　　　　　　　がんの予

防　　　　　　　　　　　　　　喫煙の害と

健康

飲酒の害と健康

薬物乱用の害と健康

薬物乱用の社会的な影響

喫煙・飲酒・薬物乱用の要因と適切な対処

保健体育科２年生シラバス

①運動の楽しさや喜びを知る

②運動をして体力をつけることの必要性を知る

③自分の課題を見つけることができるようになり、それを友達に相談したり解決できるように話し合ったりできるようにな

る

④試合や競争を通じて、公正に取り組むこと、仲間と協力すること、自分の役割、一人ひとりの違いを知る

⑤健康・安全について理解する、健康についての自分の課題に気づく

心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康の維持やより良くできるようなスポーツライフを実現する

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

頑

張

っ

て

ほ

し

い

事

①各運動の特性や歴史、技の

名称や行い方を理解できる

②高まる体力、健康・安全の

留意点についての具体的な方

法を理解している

③運動やスポーツの多様性、

運動やスポーツの意義や効果

と学び方や安全な行い方につ

いての考え方を理解している

④運動の特性に応じた、基本

的な技能を身に付けている

①自分や仲間の課題を発見する

②課題解決に向けて，運動の取

り組み方や目的に応じた運動の

組み合わせ方を工夫している

③自分や仲間の考えたことを友

達や先生に伝えたり、発表した

りすることができる（振り返り

シート・ロイロノート・レポー

トに記入できている）

①健康・安全を確保して積極的、自主的に授業に参加

しようとしている（出席・遅刻・忘れ物が影響）

②試合を行う時に、公正に行う事や仲間と協力した

り、自分の役割を果たそうとしている

③その日の自分の課題を見つけて、次の授業でよりよ

くするための工夫をしようとしている（振り返りシー

ト・ロイロノート・レポートに記入できている）

【単元別テスト・期末テスト・レポート】

①保健の教科書、保体資料ノートの内容を覚える

②種目のルールや何故その種目ができたのか（歴史）を覚える

③自分の課題を解決していくためにどうすればいいのか、レポートにまとめる

【実技】

①一生懸命（精一杯）行う

②ほかの人と比較するのではなく、自分がどのくらい上達したのか（タイムならどれだけ縮んだのか）を重視して活動する

③毎回安全かつルールを守り参加する

①　粘り強さ　例：健康・運動の自分の課題を粘り強く考え、友達と比較しながら諦めずに解決しようと取り組むこと

　　　　　　　例：苦手な種目にも積極的に取り組むこと

②　自らの学習の調整　例：課題解決の過程を振り返って、評価・工夫・改善をしようとしていること

      （振り返りシート・ロイロノート・レポートに記入できていること）


